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次号予告「超解像顕微鏡：基礎理論と手法の進展」

巻頭言
超解像顕微鏡の発展と未来への期待  ‥‥‥‥‥加藤　薫

講　義
光学顕微鏡の結像理論：基礎から超解像へ  ‥‥福武直樹

解　説
多様なスケールの試料観察に向けた超解像顕微鏡の 
進展  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥天満健太

高速超解像蛍光観察技術の原理  ‥‥‥‥‥‥‥宮代大輔
超解像振動分光顕微法  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥小関泰之

フォーカス
時空間相関解析に基づく超解像二光子励起蛍光顕微鏡 
の開発  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥堤　元佐，他

原著論文
視運動性眼振に基づく注意切り替えによるリアルタイ 
ム情報入力  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥清水美羽，他

気になる論文コーナー

今後の特集予定
55巻 3号「新機能の創出に向けたメタマテリアル研究」
55巻 4号「光で切り開く次世代計算技術」
55巻 5号「超短パルスレーザー加工のダイナミクス」
55巻 6号「2025年日本の光学研究」
55巻 7号「半導体製造現場を支える先端光学技術」 

//編集後記 //

　GPUや計算機の性能向上，そして生成 AIに代表され
る機械学習技術の発展により，さまざまな分野において
設計開発の現場は大きく変わりつつあります．市販の設
計ツールにも機械学習を活用した機能が搭載され，設計
者の直感と経験に加えてデータ駆動型のアプローチが用
いられる時代が到来しています．光学分野においても，
要求性能の高度化や設計空間の拡大に伴い，従来手法だ
けでは探索しきれない問題に対して機械学習を取り入れ
た新たな設計プロセスが模索されています．
　本特集では，LEDパッケージの設計からガラス材料
設計まで，多様な事例を通じて，機械学習が設計プロセ
スのどこでどのように力を発揮できるのかを具体的にご
紹介いただきました．各記事では，従来手法との相違点
や利点に加え，現時点での課題や将来の展望にも言及さ
れており，今後の光学設計・開発の方向性を考えるうえ
で多くの示唆が得られる内容となっています．本特集
が，読者の皆様の研究・開発および実務に少しでもお役
に立てば幸いです．
　最後になりましたが，本特集の企画から刊行に至るま
でさまざまな形でご尽力くださった編集委員・編集局の
皆様，そしてご多忙の中，本特集のためにご執筆いただ
いた著者の皆様に，心より感謝申し上げます．
 （大平，田代）

原著論文を募集しています
　「光学」では，日本語の原著論文を募集しています．会員・非会員を問わず，自由に投稿できます．皆様の意
欲的なご投稿をお待ちしております．
　また，上記に加え，特集テーマに関連のある原著論文も募集しています．この場合，採択となった論文はその
特集号に合わせて掲載できるよう，査読作業をより迅速化いたします．特集テーマ関連の投稿締切は，当該特集
号発行月の 4か月前の 10日です．特集号を明記のうえご投稿ください．
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